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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・症例検討会・行動制限最小化委員会を以下の日程で開催致します。

日時　5月12日（火）　13：45～　

場所　病院1F　治療室（旧デイケア室　＊訪問看護「五福」向かい）

　　＊東北厚生局適時調査の説明者多数である為、時間を少々遅ら

　　　せ開始致します。

資料作成をお願い致します。

措置入院患者様継続検討入力の際は、措置入院の継続が必要である

状況を明記して下さい。

＜資料の場所＞

みんなの共有→SW室→症例検討会議→2009→PPT→症例090512

みんなの共有→委員会→行動制限最小化委員会→PPT→行動制限090512

症例検討会議の議事録作成はSWで行います。
・栄養管理室より～食事指示箋の他に食止め箋を作成しています。「食止めの予定期間」「食止め理由」「食事開始時の食事形態」等の記入欄があります。退院時は通常の食事指示箋を使用し、外出・外泊時は外出・外泊届けが提出されていますので食止め箋は不要になります。食事開始時に食事形態に変更がある場合は食事箋が必要となります。食事開始期間が分からないときは「不明」、長期間での食止めは開始期間が不明な為、開始が決まりましたら速やかに栄養へ連絡して下さい。
・風呂場の右端のロールカーテンが動かない状態にあり、何度か修理して頂いていましたが、また動かなくなり修理伝票を提出しています。

・北病棟事業計画の各担当の業務年間計画書ですが、差し戻しのあったスタッフは

修正し、佐々木JGM、市島SGMの順に印鑑を貰って下さい。

・今後、各担当患者様の看護計画について、看護、介護とも一緒に行うように話し

合いをしていきます。

・西病棟のカンファ記録に川端Drが13日、14日が不在となるとの内容が記録され

ていましたので、月曜日のリーダーは13日（水）の診察がどうなるのか確認し

て下さい。

・5/11（月）より野沢Drが復帰される予定です。復帰された場合には、12日（火）

の田名部Drの皮膚科診察、13日（水）の川端Drの皮膚科診察は、14日（木）

に野沢Dr皮膚科診察となり、また、15日（金）の猪股Drの皮膚科診察もまとめ

て行う事になります。

　

・来週のナイトプログラム（火曜日のミーティング）の時間に患者様からの要望や

意見についての回答を伝えて下さい。

①女子トイレのサンダルが壊れている為、一足は発注しています。もう一足の方

はもう少し壊れるまで様子を見て欲しい。

②液体石鹸の使用方法について、「洗顔・洗濯などに使用している」「消費が早

いので使い方について」も自治会を利用し話し合って頂く。

③蛇口からの水滴に関してはほとんど無い状態なので、レバーの扱い方に注意し、

もう少し様子を見て欲しい。

④ホールの日差しが眩しくてカーテンをして欲しいは、時間になったらテレビを

移動するなり、和室のテレビを見て頂き、工夫してもらいたいとの事です。

⑤湯沸かしポットの使用法について、お湯を入れ過ぎないように線を越えて入れ

ると破損の原因となる為、また、注ぎ口付近がコーヒーなどで汚れている為、

拭き取るなど、使用方法についても話し合って頂く。

・感染委員は感染性医療廃棄物ＢＯＸ、非感染性医療廃棄物の確認と周りがきれい

になっているか確認しましょう。

・尿検査がある時は、ハルンカップが補充されているか確認しながら、不足しない

ように、発注には気を付けていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江様～現在、運動、入浴、電話、タフデントと看護計画を立てています。本人用とスタッフ用にチェック表を作成しましたので、細かい内容はフォーカスの記録に残すように、介入をお願いします。

　　　　　　　　スタッフが周知徹底できるよう、いつ、何をすれば良いか把握出来るようにスタッフが確認できる一覧表（チェック表）を作成していますので、スタッフ用のチェック表はカルテの一番最後に綴じてあります。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

・倉橋　生子様～5/5に「よこまち」まで外出を行っていた際に、本人は「体調が

悪かったので待合室でずーっと座っていました。同室者の事でストレスが溜まる。主治医に今後の単独外出について尋ねられると、「心配だ、付いてくれれば…たまにイライラあると動悸もするんですよ、更年期でしょうか」と話され、主治医が返答しようとすると話の内容をそらす事があります。「妹が来たら5/11（月）一緒に出かけようと思う」と話される為、妹様と一緒に出かけてみて、不安が強い様であれば、評価しスタッフ付き添いとし、原則的には単独外出でとの説明受け了解されています。

・飯豊　信雄様～最近は買い物外出も1回の所持金2,000円として大体計画的に行っている。作業ではパズルを行い、幻聴も無くなっている。睡眠は取れ、周囲も気になる事は無いと話されています。主治医より今後も買い物は計画的に行って行くようにと説明受けています。

・八木橋　牧雄様～右手腫脹はなくなり、買い物にも行っている病棟にいると煙草ばかり吸ってイライラするから、外に出た方がいいと話されています。今後については特に不安な事は無く一人よりにぎやかな方がいいなぁと話し、日々の中で不安な事があったら知らせる様にと説明受け了解されています。

・菊地　明子様～主治医の質問に「お花見にも行ったが、余りパッとしなかった。　

　　兄夫婦とジャスコに出かけてからは、外に出ていない。何か先生

　　　　　　　　私忘れっぽくなって」と聞かれた事に対してすぐに答えられなく

て…5/11歯科へ行く日ですが不安だ。人に対しても人のやりとり

も人に伝えられないというか」と訴える事ありますが、主治医よ

りそれは当然の事であり、色々経験すればなれる事と説明受けて

います。今後はスタッフ付き添いでの、外出訓練の企画書を作成

してはどうかとの意見があり、担当スタッフは検討お願いします。

＜Ｄｒ猪股ケース検討＞

・駒木　洋士様～皮膚科診察にて背中に毛包炎あり、本日よりアクアチムクリーム（10ｇ）1日2回患部を清潔にした後、塗布するようにとの指示が　　　出ています。

・井上　和美様～「昨夜閉鎖室に行った夢を見て苦しかった。あっちさば行きたくねえ」と「デルモベートつけねば痒くて、赤くてどうもなんねぇんだ、重症だ」と表情硬く話されています。

・日向端　庸男様～皮膚科診察にて右大腿部、左下腿に湿疹あり掻痒感あるとの事

　　　　　　　　　本日より、アクアチムクリーム（10ｇ）1日2回患部を清潔に

した後塗布するようにとの指示が出ています。

任意入院継続の書類の説明に了解され、サイン捺印しています。

・五日市　規様～任意入院継続の書類の説明に了解され、サイン捺印しています。

＜ＳＳＴミーティング＞

・Aグループ：短期目標の設定では、先月の目標を振り返って頂きながら、全員が

設定しています。その後、時間（昼頃）、場所（ホールにて）、内容（天気やレストランの食事など）を決め、ロールプレイを行っています。ホールでの会話を前に出て行って頂いていますが、緊張して「です。ます。」の丁寧語で話される為、椅子に座って頂き、普段使っている言葉で話すよう促しています。全体的に和やかな雰囲気で行っています。

・Bグループ：短期目標設定を行っています。殆どの参加者は挨拶を上手くなりたいの内容が多く聞かれていた為、練習により挨拶は出来ている事を示した後、次々に上手く上手く話す事が出来ないに、問題点を絞る事で、ステップアップ出来た内容で「話をする」「会話をする」と他者との交流を持てるように繋げていける意見が聞かれています。

・Cグループ：短期目標を設定する際、参加されている方々は、対人交流が苦手との意見が聞かれています。又、今後どのような方向で行きたいかの要望には「何でも出来る。問題ない」と発言された患者様が、徐々に苦手な部分を自ら伝えるようになり、レベルアップとなった目標設定が出来ています。セッションの雰囲気は和やかな状況で終えていました。

・Dグループ：短期目標の設定を順番に行っています。なかなか自発的に発言出来

ない方もおり介入しています。殆どの方が先月の目標を振り返りな

がら設定しています。

※明日のSSTでは、ゴールデンウィークで外泊に行かれた方と、行かれていない

方にロールプレイをして頂く。5回位の言葉のキャッチボールが来る様に介入

し、外泊中の様子や家族との交流など話題にして、評価していきましょう。

＜食事サービス委員会状況意見＞

・4/13（朝）～小坂様のお粥が準備されていなかった。呼びかけによりすぐ対応し

　てくれた。

・4/14（朝）～箸が足りない事で患者様が呼びかけしたが、返事はあるがすぐに対

応せずスタッフの声掛けで保守出来ていた。在庫を多めにして欲

しい。

・5/1（夕）～全粥食が準備されておらず、また、不足していた。呼びかけにすぐ

に対応してくれた。

　　　　　　　湯のみ茶碗にひびが入っているのが幾つか見られており、水漏れし

ているとの患者様からの苦情があり、定期的に洗浄含め食器の点検

をして欲しい。

　※患者様からの意見要望

　・改善されたと思われる点

1 スタッフが変わってから対応が良くなった。

2 制服が清潔感あるように見える。

　・要望

1 パンを火曜日以外に増やして欲しい。

2 味噌汁の保温をきちんとして欲しい。

3 汁物の具が少ない。種類を多くして欲しい。

4 レストランの室温が適していない。（極端に暑かったりする）

5 閉鎖側から皿が飛んできて水がかかったりする為、きちんと指導して欲しい。

＜記録業務報告＞

H２1年度　北病棟G　業務年間計画書
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　　　　　　　担当業務：記録管理
                        　報告者 ：滝田、水上、赤坂

【報告内容】

	目的
	・効率的・効果的に連動した記録ができる。

	目標
	・看護計画と連動した記録を行うことで、看護計画を実践した

ことを証明すると共に、立案された看護計画が有効に機能したかを評価することができる。

	主要業務
	・看護の実践を明示する

・患者様に提供するケアの評価やケアの向上の貴重な資料となる

・職種間の情報交換のための手段となる

・医療事故や医療訴訟の際の法的資料となる

	引継ぎ事項
	・上半期、下半期評価・修正・継続展開し、次年度へつなげて

いく。

・記録力レベルアップ（アセスメントが見えるように）

・各受け持ちケアプランの見直し

	年間業務
　　　　　　　　　　　4月～

5月～

9、H22・3月

H22・3月
　　　　　　　　　　H22・4月
	1、基準作成

・担当業務・役割分担打ち合わせ（週1回）

・H21年度担当業務年間計画書作成（滝田Ｎs）

・各受け持ち担当割当て表作成（水上Ｃｗ）

・入院診療録一覧票綴り順見本の見直し（赤坂Ｃｗ）
・毎月、第2金曜日業務報告（カンファレンス内）

・（新）患者様評価表導入（5月分より新しい書式に変更）
　IADL追加
・年間計画に沿って、記録の勉強会実施（２ヶ月１回カンファレンス内20分間以内、結果継続）

・中間サマリー作成・ケアプロセス評価

・H21年度担当業務年間計画書内容、実施について振り返

り、次年度へつなげていく。

・H21年度担当業務年間報告書作成

・次年度への申し送り

	
	2、基準を基にした看護の実施

・抱えている問題把握→実情→原因→解決策→解決策の選出→

実施の手順→ケアプランへの反映・記録と連動→勉強会（効

率的、効果的記録としてのフォーカスチャーティング）→結果

継続

3、基準を基にした看護の見直し

・カンファレンスで伝達→看護の実施評価→ケアプラン検討・修

正→実施展開


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

















































